
 

 

「エコメッセ２０１２ in ちば」に参加して 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

９月に入っても厳しい残暑が続くなか、９月 17

日（月）に幕張メッセ国際会議場において「エコメ

ッセ 2012 in ちば」が開催され、私たち「ほたる

の里づくり実行委員会」も出展参加しました。 

この「エコメッセ 2012 in ちば」には、ちば最

大の環境活動見本市として、「循環型社会への取組」、

「生物多様性保全の取組」、「千葉の里山田舎暮らし

物産展」、「環境に配慮したモノづくり」、「学生の取

組」、「地球温暖化防止の取

組」、「環境教育環境学習」

に関する172のブースに企

業・団体からの出展参加が

ありました。また、隣接す

る「ちばの川と水探検館」

のコーナーでは、「ほたる

の里づくり実行委員会」を

含め 24 の団体（行政、市

民団体、学生、企業等）の

出展参加があり、多くの来

場者で熱気に溢れ大盛況でし

た。 

 私たち「ほたるの里づくり

実行委員会」のブースでは、ホタルの幼虫の実物や

標本の観察、活動場所や活動状況及びホタルの生態

に関するパネルの展示、手づくりの魚釣り体験（プ

ール）を設置し、駆けつけたホタルメイトの応援を

受けながら実施することができました。私たちのブ

ースにも多くの人（213 人）が訪れ、特に普段ほと

んど見る機会のないホタルの幼虫観察では、↗  
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ホタルの幼虫が肉食（カワニナ等の巻貝を捕食）で

あることや、成虫とはとても似つかわしくないその

姿に大人も子供も興味深げに顕微鏡をのぞき込んで

いました。ブースに訪れた人からは、ホタルの生態

や発生状況及びほたるの里づくりの活動に関する質

問もあり、ホタルが住める環境づくりに少しでも関

心を持ってもらえればと感じました。  

今回の「エコメッセ 2012 inちば」に参加して、

行政・市民団体・学生・企業

など各層にわたる幅広い環境

活動の広がりを感じ心強く思

いました。また、他のいろい

ろな環境活動の取り組みの様

子を見聞きすることができ、

参加団体にとっても、お互い

の活動・取り組みを知り、理

解を深める機会として有効で

あったと思われます。そして、

持続的な環境保全を進める上

で行政・市民団体・学生・企業

がそれぞれの角度から環境問題

を考え協働していくことの必要

性を改めて感じました。 

私たちのブースを訪れ、ホタルの幼虫の観察や魚

釣り体験に夢中になる子供たちの姿を見て、いつか、

ほたるの里で自生するホタルの輝きを見つめる子

供たちの輝く顔を見たいと思いながら帰路につき

ました。        （文責 管理部会 関） 

ほたるの里だより 

２４年度ホタルメイト団体  私たちはほたるの里を応援しています！ 

石井食品株式会社      NPＯ法人高齢者福祉ネット    NPＯ法人子どもネット八千代  

NPＯ法人八千代オイコス  ガールスカウト千葉県第５７団  共栄物流株式会社   

クボタ環境サービス株式会社          斉藤鑿泉管工         八千代ホタルフォーラム   

 有限会社 A  米本団体自治会 

 

エコメッセ 2012 in ちば 出展風景 



ホタルを守るための「ザリガニ釣り大会」報告 

 

例年行われている「ザリガニ釣り大会」が、８月

２５日（土）に開催されました。今年度は「ホタル

を守るため」を強調して皆さんに協力してもらえる

ようにネーミングを変えて募集し、子どもから大人

まで７０人の参加がありました。 

 熱中症に気をつけながら行いましたが、幸い“ほ

たるの里”は木々のさわや

かさと水辺の心地よさでう

だる暑さもそこそこに、ザ

リガニつりを楽しむ事がで

きました。 

親子の姿と共に３世代の

姿も多く見られ、池や湿地、

水路など様々な場所で「ホ

タルを食べないで…」と糸

を垂れ、ひと夏の良い思い

出になったように思われま

した。 

午前中２時間でしたが、バケツに入れられ動きま

わるザリガニを必死で数え、１６９匹ものザリガニ

を駆除できました。今年も持ち帰り以外のザリガニ

は近所の方の鶏のエサとなり引き取られていきま

した。↗  

 

夜の生き物観察会 

 

８月４日道の駅にホタルメイトで募集した約 20

人の人達が集まり、ほたるの里の森さんを講師に夜

の生き物観察会をスタートしました。コースは道の

駅から新川沿いにほたるの里へ。ほたるの

里から神社のわきを通り１６号の一本手前

の道を歩き道の駅に戻る約２時間のコース

で、メンバーは親子・婦人・老人・若者が

集まり夜の７時頃歩き出しました。まず足

を止めたのが道の駅の裏のサクラの木にア

ブラゼミの抜け殻がたくさん見られ、「時間がもう

少し遅ければ羽化自体が見られる」と森さんが説明

しました。羽化するときは桜の木の下から這い出し

て木に登り枝の先で羽化を始めるそうです。↗  

 

あ今回、『ＮＨＫ』と『広報やちよ』の取材があり、

奮闘する姿や子どものしっかりしたコメントなど

お昼のニュースで報道され、広報やちよの一面にも

掲載されるなど広報活動にもなり、“ほたるの里”

に興味を持って頂く良い機会になりました。 

ホタルメイトは希少な生物を守りつつ環境整備

を行っています。心地よく懐

かしい里を味わっていただけ

たのではないでしょうか。今

回、石井食品株式会社に景品

を協力して頂きました。本当

に有り難うございました。 

“ほたるの里”でホタルが

たくさん自生してくれること

を願っています。まだまだザ

リガニとの戦いは続くように

思われます。決して池に戻した

り他の生き物を持ち出したりし

ないで下さいね。子どもたちのマナーや環境学習の

場となるようにしましょう。 

また、ホタルが乱舞する日を願って、一緒にほた

るの里で活動をしてくださる方をいつも募集して

います。        （文責 企画部会 武田）   

                 

ウシガエルの鳴き声を聞きながらほたるの里へ

行く途中幕張方面から花火がきれいに見えました。

里のホタルハウスでは２匹のホタルが光っていま

したよ。ほたるの里の前の道路を登り草花の説明を

聞きながら、上りきった所は昔からの道だそうで脇

には樹齢何百年のエノキの大木がそびえ立っ

ていました。そこをくだって行くとカラスウ

リの真っ白な花がそこかしこにたくさん咲い

ていました（夜だけ花は開くそうです）。いろ

いろな草花や昆虫がまだ八千代に生息してい

るのを確認した観察会でした。セミの羽化も

観察会後にサクラの木で観ることができたそうで

す。 

来年は「夜の生き物観察会」をホタル観賞会と銘

打って開催出来るよう、頑張りたいですね。 

（文責 管理部会 金室） 

参加人数   ７０名 

駆除数   １６９匹 

１位       匹 

ザリガニ釣り大会風景 

 

カラスウリの花 



～きっずコーナー～ 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

  

 

ＪＲ「南酒々井駅」近くにある里山第２活動地「馬

橋地区」の谷津沿い散策路整備区域で、７月中旬会

員の一人が夜間観察の結果生息を確認しま

した。 

 活動地は管理放棄された広大な区域の一

画にあります。両側から傾斜林がせまる延

長約 1.2 ㎞の谷津で、かつては谷津田とし

て稲作が行われていたが、耕作放棄と所有

者の変転も加わりアシやヤナギが密生する

荒廃地です。しかし、湧水は各所にみられます。 

８月２２日、ＮＰＯ法人冨里ホタルの会草野理事

長他４名の会員をお招きして観察会のご指導を↗  

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒々井里山フォーラム 代表 萩原 耕作 

受けました。谷津に闇が迫ると、上空には淡い光の

曲線が乱舞、足元の草むらには静止状態で点滅する

光が目に映り、幻想的な光景でした。 

草野理事長の開口一番「今光っている数の

５倍が生息数ですよ！」「スケールが大きい

ですね！」。生息するホタルは「ヘイケボタル」

及び陸生ホタルの一種「クロマドホタル」と

判明、特に後者は珍しいとのことです。 

 ホタル発見の感激も束の間、この貴重な環

境の保全・活用方策等、課題が脳裏を走り難

問を内蔵した楽しみが又一つ加わりました。 

この場所が市民のスポットとなるよう更なる環

境整備を重ね、次世代承継を図りたい。 

 

 

イネのたんぼはだいかぞく。 

イナゴにトンボ、ホタルもいるよ。 

ドジョウ、タニシにカエルやヘビも。 

ミジンコ、ザリガニ、メダカなど、 

２４年度 新規ホタルメイト加入団体  私たちはほたるの里を応援しています！ 

トーネツ株式会社            日産自動車八千代営業所各支店    有限会社 ふれあい総合企画 

CACスイミングスクール勝田台      Ｋｉｄ’ｓ☆garden            Ｔａｋｅ まつげ専門店             

カラスウリ 

アシナガグモのなかま 

 

（絵：もり） 

コバネイナゴ 

アマガエル 

タニシ 

モノアラガイ 
ドジョウ 

ヘイケボタル 

ギンヤンマ 

酒々井の里山にも蛍！ 

クロマドボタル幼虫 

いろんな生きもの すんでます。 



環境政策室からのお知らせ 

 

 

今年もほたるの里やホタルをテーマにした「ほたる

の里作品展」を開催します。ぜひ足を運んでみてくだ

さい。「谷津・里山作品展」も同時に開催します。 

日時・場所 

・１０月１６日（火）正午～１０月２３日（火）正午  

イトーヨーカドー八千代店２階 

・１０月３１日（水）正午～１１月６日（火）正午  

ふるさとステーション 第１・第２会議室 

 

 

 

 

 

 

★ 里の環境整備  ★ 

 ほたるの里では、生き物が棲みやすい環境づくりを

しています。たくさんのご参加をお待ちしております。 

日時：１１月１０日（土）・１月１９日（土） 

     ３月 ２日（土）午前１０時から１２時ごろ 

集合場所：ほたるの里 

持 ち 物：長袖、長ズボン、長靴、帽子、飲み物 

軍手、汚れてもよい服装で 

 

● 里山の生き物展に出展しました ● 

八千代市郷土博物館で７月２６日から８月２日に開

催されました「里山の生き物展」にほたるの里づくり

実行委員会で出展しました。会長よりお借りした、ホ

タルの幼虫やエサのカワニナ、年間事業のパネルなど

を展示し、好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 自然観察会＆ボランティア講習会 ▼ 

ふれあいプラザ周辺の自然を散策し、自然や子ども

達と散策する上での注意点等を学びます。 

日 時：１１月２日（金） 

午前９時３０分から午後２時３０分ごろ 

場 所：八千代市ふれあいプラザ周辺 

対 象：市内在住・在勤・在学（高校生以上） 

募集期間：１０月１６日（火）～１０月３１日（水） 

申 込：八千代市ふれあいプラザ Tel 047-487-1511 

共 催：八千代市環境保全課環境政策室  

 

 

 

 

 

 

 

                   

                   

                   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

［ほたるの里の連絡先］                                   [編集 ] 

〒276-8501 八千代市大和田新田 312-5                          

八千代市ほたるの里づくり実行委員会事務局  八千代市役所環境保全課  内         広報部会  事務局 

Tel 047-483-1151   Fax 047-484-8824   E-mail  kankyou1@city.yachiyo.chiba.jp 

       

１０～１２月のスケジュール  

 

ホタルメイトになりませんか？ 

年会費     個人       500円 

市民団体  2,000円 

事業所   2,000円 

ホタルメイトで会費未納の方は、市環境保

全課窓口、イベントまたは里整備時に受け

付けているほか、お近くの郵便局でも郵便

振替で納入していただくことができます。 

 
郵便局でお振込の場合 

振替手数料 ＡＴＭ：８０円   

窓 口：１２０円 

払込先：八千代市ほたるの里づくり実行委員会 

口座番号：００１５０－７－６７０１５６ 

再生紙を使用しています 

ほたるの里づくり実行委員会からのお知らせ 

再生紙を使用しています 

昨年の作品展風景 

◆ エコーツーリズムフォーラム in やちよの開催 ◆ 

谷津・里山の暮らし、歴史、景観などを維持するために、

地域を知り体験を通して考えるエコーツーリズムフォー

ラムを開催します。 

日時：１１月２１日（水）午後１時３０分～４時３０分 

場所：農業研修センター 

講演：千葉大学名誉教授 中村 攻 氏 

事例紹介：農事組合法人多古町旬の味産直センター 職員 

申し込み：八千代市環境保全課(Tel 047-483-1151)まで 

ヤマトミクリの里づくり協議会からのお知らせ 

 
■ ほたるの里作品展の開催 ■ 

ホタルの幼虫とエサのカワニナ 


